
 

 

 

 

 

 

 

 

本をただ読むだけじゃ勿体無いと思う貴方へ 

 

経営学部 ３年 鈴木 岳史 

 本を読むにしても、それだけだと勿体無い。そんな思いから始まった私のお勧めする図書の楽しみ方を

皆様にお伝えしたいと思います。皆様のより良い図書館利用の手立てとなれば嬉しい限りです。 

 

 最近はあまり見かけませんが、昔は「図書カード」という物があったことをご存じでしょうか。どのよ

うなものか簡単に説明しますと、このカードは本の内側に栞のように挟まっていて、貸出カードの代わり

として名前を記入し、図書館のカウンターに預けて本を借りるための物です。一つ目の楽しみ方は、この

図書カードのように読書の記録をつけることで、なんと自己分析が行えてしまうというものです。試しに

何冊か読み終わった後、読書記録からもう一度自分が読んだ本を追跡してみますと、どのような本を、い

つどんな順番で読んでいたのか、数珠繋ぎのように見て取れると思います。この楽しみ方は特にカード形

式でなくてもメモに残す形でもかまいません。書名を記録しておくだけでも、後で見返した際に自分の読

書傾向を知る指針になります。メモするだけの簡単な事ですので、是非試してみてください。探す頻度の

高いテーマが見つかれば、今後の本探しも楽になるかもしれません。 

 二つ目の楽しみ方は、本を読むという行為に注目してみました。その方法とは「その本に出てきた漢字

を全て調べつつ読み進める」というものです。初見の漢字のみを調べるだけならば簡単ですし、案外調べ

るものは少ないはずです。慣れてきたのなら、さらに難易度を上げる方法として「単語の意味まで調べる」

がありますので、語彙力に自信がある方はそちらにもチャレンジしてみてください。より一層、内容の理

解を深めることが出来るかと思います。ただ、新書を読んでいるはずが、厚い本一冊を読破するのと同じ

くらいの手応えになる可能性もあります。くれぐれもお時間に余裕があるときにお試しください。 

 

 さて、ふたつの図書の楽しみ方はいかがだったでしょうか。本を手にした瞬間、ふとこの内容を思い出

していただけると嬉しい限りです。 
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図書館開館時間 
 

□＝9：00～21：00  

■＝9：00～19：00 

■＝9：00～17：00  

■＝休館日です 

 



 
 

 
 

図書のこばこ <図書館活用講座> 

時代の変遷を伝える記録 - 統計・白書・年鑑(１Ｆ資料室) 

１階奥の資料室には各種分野の統計や白書、年鑑が収められています。 

これらの資料はその年に起きたことや生産物などのデータを記録したも

のですので、経過を比較することによって対象がどのように変遷していっ

たのかを数値で明らかにすることができます。 

特に経済学や経営の分野においては、輸出入の金額や生産量の比較など

を行うことによって経済活動を経年で比較することができ、論文作成に大

きな力を発揮します。 

また、資料室には他にも企業史や都道府県史などが所蔵されていますの

で、就職活動や民俗学・社会学分野の研究にも役に立ちます。 

ライブラリアンお勧めの一冊 

ノーベル賞の１００年 自然科学三賞でたどる科学史 
馬場 練成著 ： 新書コーナー（1階） ： 請求記号402/B12 

２度の大戦をはさんだ激動の１００年で、いかに科学が発展し、変遷していったかを解説した本です。そ

の焦点となるのはもちろんノーベル賞受賞者の研究成果ですが、一般にはあまり知られていない受賞の基準

や選考方法、その成立に至る歴史などについても書かれています。 

 選考に残りながらも受賞を逃した科学者たちの舞台裏、失敗や偶然から見出された最初の発見、先人の足

跡からさらに先へと進んでいく理論の発展、そこには壮大な人間の営みを感じ取ることができます。 

本書は受賞の記録だけ見ていると気がつかないノーベル賞の歴史を、相互の関連性をもとに再構成した近

代文明史と言い換えることもできるでしょう。科学のもたらす未来に思いをはせながら、ページをめくって

みてはいかがでしょうか。(と) 

 

図書館では前期に引き続き、後期にもガイダンスを開催します。 

すでに基本のガイダンスを受けた方には、より実践的な＜応用コース＞を用意しています。 

＜応用コースの主な内容＞ 

・ 講義（30 分程度）・・・データベースを使っての情報検索方法、文献の出典明示方法 

Web 情報の注意点、他大学からの取り寄せ方法 

・ PC 演習（60 分程度）・・・実際にパソコンを使って演習を行います。 

※ 内容は相談に応じて変更もできます。 

 

ゼミや授業、研究室単位など、少人数のグループでも受け付けています。 

お申し込みは1 階カウンターで直接申し込んでいただくか、 

E メール( library1@josai.ac.jp )、もしくは内線1152 までご連絡ください。 



 

 

最初は自分にどんな仕事が向いているのか、どんな仕事がしたいのか、漠然としていても当たり前。  

就職活動を通して自分と向き合い、進む道を決めていくことが大切です。 

 今回の図書館展示では「就職活動って聞くけど、どんな風に始めたらいいかわからない」という学生のため

に、スタートからゴールまで、一連の流れに沿ったテーマで図書を展示します。 

情報収集

•自分の適性なども考慮しつつ、興味のある企業を探します。就職情報サイトに登録す
るのも一つの方法です。

•図書館でここをチェック：会社四季報や日経テレコン21など色々な情報源があります。
企業については１階資料室の社史、3階開架図書の請求記号335.4も参考になります。

会社訪問

•企業の説明会に参加したり、ＯＢ・ＯＧを訪問したりして経営方針や採用についての
情報を集めます。

•図書館でここをチェック：事後に面談をする場合もあるので、最近の動向を新聞など
で調べておきましょう。ビジネス系の雑誌にも有用な情報がたくさんあります。

資料請求
書類提出

•エントリーシートを取り寄せ、提出します。この段階ですでに選考は始まっています。

•図書館でここをチェック：１Ｆ資格試験コーナーの図書でエントリーシートの書き方
などをよく研究してみましょう。

筆記試験

•筆記試験はＳＰＩのような適性検査だけでなく、一般常識や時事問題、論文など多岐
にわたります。

•図書館でここをチェック：１Ｆ資格試験コーナーには適性検査や一般教養の問題集が
置かれています。また公務員試験などの対策雑誌もあります。

面接対策

•面接にはさまざまな形態があるので対策と自己分析は必須です。些細なマナーや話し
方が勝敗を分けます。場数を踏んで面接慣れしておくことも大切です。

•図書館でここをチェック：時事問題や最近の傾向について知っておきましょう。新聞
や日経テレコン21、聞蔵Ⅱビジュアルなどのデータべースが便利です。

９、１０月展示企画 

 

新聞の見出しにも「厳しい」の文字が躍る就職事情。 

新卒者の就職活動は年々早くなり、３年生の秋ごろから活動を始める人も多くなっています。 

昨今の経済事情を反映して、各社とも慎重な選考を行い、内定者を厳選しているのが現状ですが、皆さんが

使える時間は限られており、従来以上の効率的な就職活動が必要とされています。 

そのために欠かせないのが情報収集ですが、就職情報サイトだけでなく図書館も就職活動のあらゆる段階

で活用できる資料を備えています。 



 
坂戸・鶴ヶ島・毛呂山・日高・飯能・越生・城西大学図書館合同主催の図書館公開講座が開催されます。 

 

日時 ： 11 月３日（水）文化の日 （城西大学高麗祭第一日目） 

13：50 ～ 16：00（途中休憩あり） 

定員 ： 先着１００名  費用 ： 無料 

申込受付 ： １０月５日 ～ １０月２８日  

内容 ： 

室生犀星 -切なき思ひぞ知る-   講師 星野晃一先生 （元城西国際大学教授） 

小林一茶 -『寛政三年紀行』わらびの駅- 講師 城西大学水田記念図書館長 黄色瑞華先生 

 

ご希望の方は城西大学水田記念図書館１階カウンターまでお申し込みください。 

また9：00～17：00 の間は電話(049-271-7736)でも受け付けております。 

 

 

 

データベースのバージョンアップのお知らせ  

● Wiley InterScienceは、Wiley Online Library(http://onlinelibrary.wiley.com/)へ移行しました。 

● SourceOECDの後継となる、OECD iLibrary(http://www.oecd-ilibrary.org/)が正式リリースされました。 

● ScopusとScienceDirectは、新プラットフォーム「SciVerse（サイバース）」上に統合され、それぞれ「SciVerse 

Scopus」、「SciVerse ScienceDirect」となりました。 

 

 

■夏季オープンキャンパスに多数のご来館ありがとうございました。 

■新規に車椅子を用意しました。ご利用の方はカウンターにお申し出ください。 

■薬学部６年制への移行に伴って薬剤師国家試験問題の内容が大幅に変わることが予想されるため、旧来の薬

剤師国家試験問題集を撤去しました。 

■９月末まで自然系洋雑誌の一部、１０月は和雑誌の一部を製本中です。必要な方は複写サービスなどで

対応しますのでカウンターにご相談ください。 

■７月１日に「地域連携公共図書館館長・主務者のつどい」を開催しました。 

■７月１７日に行われた城西大学創立45周年記念キャンパスバザールに図書館も参加しました。 

■１０月３０,３１日に行われる鶴ヶ島市立中央図書館主催「第２３回図書館まつり」に水田記念図書館も参加

します。 

 

    ○C 編集・発行 城西大学水田記念図書館 

             〒350-0295 埼玉県坂戸市けやき台1-1 電話 049-271-7736  FAX 049-286-8126 

 
７月２８日に 1 日来館者数が２８６９名となり、昨年の記録２６

９９名を上回りました。 
これからも水田記念図書館をよろしくお願いいたします。 

 


